
‾‾'`●

土浦平和 の会ニ ュース　 Ｎ０，１４６　　　　２００４年 ９月

私たちの会費 が 日本 平和委員 会 と茨 城県 平和委員 会 の活 動を支えてい ます

１Ｐ

「教 育基 本 法 」改 定で は なく そ の理 念 の実現 を
土浦市の６月 議会に 「教 育基本法改定」を 進める陳情書が出され、継 続審議 になったた

め、９月 議会 におい て再度審議にかけられるであろ うとい うことから、栗 栖恵 子さんのグ

ル ープ は 署名運動を展開し、新 婦人支部、革 新懇 、平 和の会もそれぞれ陳情をお こないま

し た。地 方交付税が削減 され、教 育費 の補助金が削 られる中で、教 育の環境整備 がお ろそ

かになっ てい る現状の改善こそ求 められてい るところです。陳 情内容は２ペ ージ （裏 面）

のとおりです。

６月 議会では、議 場に日の丸を 掲示す るこ とが決 められ、市 民 の間に憤慨 の声があがっ

てい ます。議 員 に対 してアンケート を 実施 し、議 場での討議 もなし に決 定す るとい う異常

なやり かたで決められました。こ のよ うな反 動的な動きが「改 憲」の 動き と連動して出て

きてい ることを見逃すことはできません。

し

特別 寄稿　 “日 の丸”が 何故地方議会議場に ？

土 浦 の 市 議 会 議 場 に　 反 対 意 見 を 押 し切 っ て 日の 丸旗 が 掲示 され た。県 南 の 自治 体 で

も ほ とん ど掲示 され た のは 異 常 な 現 象 と 思 われ る。日 の丸 が 国旗 とし て 法 制 化 され た と

き 、侵略 戦 争 のシ ン ボル とし て の歴 史 的 経緯 か ら 疑 問 視 す る 声 があ がっ てい た こ とか ら

“強 制 は し ない ”とされ て い た は ず。しか し 、市議 会 の議 場 に 掲示 さ れ るこ とに な れ ば 、

市 民 が否 応 な し に こ れ を 強 制 さ れ る こ とに な る。

① 憲 法 １９条 は 「思 想 お よび 良 心 の 自 由 は こ れ を 侵 し て は な ら ない 」と 、内 心 の 自由

が保 障 さ れてい る の に 、反 対 の市 民 ・議 員 に 強 制 し 自由 を 奪 うこ とに な る。

② 日の丸 、君 が 代 の 問題 は 、単 に 教育 現 場 の 問題 だ けで なく 、一 般 市 民 に ま で 拡げ 、

多 数 の力 で 自 由 を 侵 す方 向 に来 て い る。戦 前 の治 安 維 持 法 の よ うに、思 想 信 条 の 自

由 を侵 す 方 向 に 向 か う危 険 性 を 持 っ てい る。

③ 有 事 法 制 下 で は 、自 治 体 と公 共機 関 の動員 が必 要 に な り 、特 に 基 地 のあ る土 浦 で は

武 器 補 給 処 か ら の武 器 の移 動 を容 易 に で き る よ うにす る必 要 か お る

憲 法 改悪 の動 き の 中 で ９条 の 対 外 的 軍 事 行 動 と１９条 の 自 由 の抑 制 が深 く 結び つ い

てい るこ と を重 視す る こ とが 必 要 で あ る。地 方 議 会 の 日の丸 はそ の 一 環 とし て 繰 り

広 げ ら れ てい る こ とに 注 目し な け れ ば な らない 。　　天 川　 渡 辺　 吉 次

し
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